
㈹
研
究
の
独
創
性
と
地
域
の
意
義

す
べ
て
研
究
は
独
創
的
・
根
源
的
で
な
け
れ
ば
、
そ
の
名
に
値
し

な
い
。
他
人
の
説
を
無
断
で
引
用
し
て
自
己
の
説
の
ご
と
く
に
扱
う

こ
と
を
、
盗
用
と
い
う
。
盗
用
は
知
的
財
産
権
の
侵
害
で
あ
り
、
包

括
的
に
い
え
ば
人
権
の
侵
害
で
あ
っ
て
、
著
作
権
法
に
違
反
す
る
不

法
行
為
で
あ
る
。
基
本
的
人
権
の
享
有
を
保
障
す
る
日
本
国
憲
法
、

人
権
尊
重
を
自
由
・
正
義
・
平
和
の
基
礎
と
す
る
世
界
人
権
宣
言
・

国
際
人
権
規
約
の
趣
旨
に
立
っ
て
、
盗
用
の
不
法
性
が
き
び
し
く
問

わ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
周
知
の
事
実
で
あ
ろ
う
。

［
平
成
九
年
度
大
会
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
］
特
集
・
歴
史
と
し
て
の
「
東
北
」

一
、
方
法
的
課
題

安
藤
昌
益
に
お
け
る
「
東
北
」

近
年
の
例
を
み
て
も
、
亜
細
亜
大
学
の
法
学
部
長
（
当
時
）
が
「
恩

師
の
著
作
〃
盗
用
“
」
の
た
め
に
辞
任
し
（
『
中
日
新
聞
』
一
九
九
三
年

十
一
月
四
且
、
「
新
潮
選
書
の
歴
史
書
」
が
鹿
児
島
県
立
高
校
紀
要

の
「
論
文
盗
用
、
絶
版
へ
」
と
追
い
込
ま
れ
（
『
朝
日
新
聞
』
一
九
九
四

年
二
月
一
八
旦
、
テ
レ
ビ
番
組
で
「
江
差
追
分
ル
ー
ツ
仮
説
を
無
断

引
用
」
し
た
た
め
「
東
京
地
裁
」
は
「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
に
賠
償
命
じ
る
」
判

決
を
行
っ
た
同
上
一
九
九
六
年
十
月
一
旦
。
創
作
の
世
界
で
も
、
第

三
回
与
謝
野
晶
子
短
歌
文
学
賞
の
大
賞
作
品
や
俳
人
協
会
主
催
第
三

十
二
回
関
西
俳
句
大
会
の
大
賞
作
品
が
「
類
句
で
相
次
ぐ
入
選
取
り

消
し
」
に
さ
れ
（
同
上
一
九
九
七
年
六
月
六
且
、
「
作
品
が
作
品
を
使

う
時
」
に
「
訳
詩
の
出
典
や
抜
粋
、
扱
い
に
配
慮
必
要
」
あ
り
と
し

て
、
吉
川
英
治
文
学
賞
の
小
説
が
文
中
に
他
人
の
訳
詩
を
訳
者
名
す

三
宅
正
彦
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ら
明
確
に
表
示
せ
ず
無
断
引
用
し
た
た
め
に
、
巻
末
に
謝
辞
と
主
要

参
考
文
献
を
載
せ
る
改
訂
を
行
っ
た
（
『
中
日
新
聞
』
一
九
九
八
年
五
月

二
○
日
付
夕
刊
）
。

自
説
と
他
説
を
明
確
に
区
分
す
る
こ
と
は
研
究
上
の
基
本
条
件
で

あ
り
、
そ
の
た
め
に
は
先
行
研
究
を
読
破
し
て
研
究
史
の
上
に
自
己

の
研
究
を
位
置
づ
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
自
他
を
混
清
し
研
究
史

を
無
視
す
る
傾
向
は
、
断
じ
て
方
法
論
の
相
違
な
ど
で
は
な
く
、
人

権
を
構
成
す
る
知
的
財
産
権
の
侵
害
で
あ
り
、
著
作
権
法
違
反
の
不

法
行
為
で
あ
る
こ
と
を
知
る
べ
き
で
あ
る
。

安
藤
昌
益
研
究
の
分
野
で
も
、
不
法
行
為
は
い
ち
じ
る
し
い
。
故

上
杉
修
は
、
生
涯
を
か
け
て
青
森
県
八
戸
市
の
地
域
史
研
究
に
取
り

組
み
、
膨
大
な
私
財
を
投
じ
て
史
料
調
査
・
史
料
保
存
を
行
っ
た
。

そ
の
営
為
の
な
か
で
昌
益
の
八
戸
在
住
が
立
証
さ
れ
、
昌
益
未
刊
資

料
と
呼
ば
れ
る
昌
益
と
門
人
た
ち
な
ど
の
諸
著
作
が
発
見
さ
れ
た
の

で
あ
る
。
上
杉
は
、
昌
益
研
究
の
一
つ
の
成
果
と
し
て
昌
益
の
江
戸

出
生
説
を
提
唱
し
た
。
昌
益
は
江
戸
の
旗
本
の
家
臣
の
二
男
で
八
戸

藩
主
の
養
子
に
な
り
、
離
縁
さ
れ
た
の
ち
も
八
戸
で
町
医
者
と
し
て

在
住
し
た
と
い
う
説
で
あ
る
。
こ
の
江
戸
出
生
説
は
、
昌
益
の
出
羽

国
秋
田
郡
二
井
田
村
出
生
が
証
明
さ
れ
る
ま
で
の
間
、
四
分
の
一
世

紀
に
わ
た
っ
て
学
界
を
主
導
す
る
学
説
と
な
っ
た
。

だ
が
、
上
杉
の
創
見
で
あ
る
江
戸
出
生
説
は
八
戸
の
地
域
出
版
物

に
発
表
さ
れ
た
た
め
に
、
「
全
国
」
的
に
は
上
杉
説
と
し
て
は
広
ま

ら
な
か
っ
た
。
青
森
県
の
国
立
大
学
教
授
、
八
戸
の
日
刊
紙
の
編
集

長
、
東
京
在
住
の
昌
益
研
究
者
な
ど
が
、
上
杉
説
を
盗
用
し
て
あ
た

か
も
自
己
の
新
説
で
あ
る
か
の
よ
う
に
装
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
に
東
京

で
刊
行
さ
れ
た
出
版
物
に
発
表
し
た
の
で
、
彼
ら
の
姓
を
冠
し
て
Ｈ

説
．
Ｋ
説
．
Ｗ
説
な
ど
と
呼
ば
れ
た
の
で
あ
る
。
東
京
が
文
化
の
先

進
地
帯
と
し
て
「
中
央
」
と
意
識
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
い
う
ま
で

も
な
い
（
そ
の
対
極
が
後
進
的
な
「
地
方
」
）
。

上
杉
説
が
上
杉
説
と
し
て
認
知
さ
れ
な
い
事
態
は
、
日
本
各
地
に

お
け
る
地
域
史
研
究
の
発
展
の
成
果
を
無
視
し
た
「
全
国
」
「
中
央
」

の
学
界
の
無
知
と
怠
慢
に
よ
っ
て
生
じ
た
と
い
う
ほ
か
な
い
。

筆
者
が
「
全
国
」
「
中
央
」
の
虚
妄
さ
を
痛
感
す
る
よ
う
に
な
っ

た
の
は
、
東
北
調
査
に
入
っ
た
一
九
七
一
年
か
ら
で
あ
る
。
新
聞
で

い
え
ば
、
い
わ
ゆ
る
「
全
国
」
紙
が
朝
刊
と
夕
刊
を
配
達
す
る
の
は

せ
い
ぜ
い
東
海
道
新
幹
線
沿
線
地
帯
ぐ
ら
い
で
、
そ
の
他
の
地
域
に

は
総
合
版
を
一
度
配
達
す
る
だ
け
で
あ
り
（
地
域
紙
中
の
全
県
紙
は
朝

刊
と
夕
刊
を
配
達
）
、
報
道
の
速
さ
や
突
っ
込
み
の
深
さ
、
住
民
へ
の

影
響
力
な
ど
で
は
と
う
て
い
地
域
紙
に
及
ば
な
い
。
雑
誌
で
い
う
と
、

全
国
各
地
で
市
販
さ
れ
て
い
る
と
思
っ
て
い
た
岩
波
書
店
発
行
の

『
思
想
』
『
文
学
』
は
、
一
九
七
二
年
当
時
、
青
森
県
下
の
三
大
都
市

（
青
森
・
弘
前
・
八
戸
）
で
た
だ
一
店
の
店
頭
に
し
か
置
か
れ
て
い
な

か
っ
た
。
現
在
で
も
東
北
六
県
を
つ
う
じ
て
二
誌
を
店
頭
販
売
し
て

い
る
店
は
数
え
る
ほ
ど
し
か
な
い
で
あ
ろ
う
。
い
わ
ん
や
「
全
国
」
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学
会
誌
と
称
す
る
も
の
が
地
域
の
研
究
に
及
ぼ
す
影
響
に
い
た
っ
て

は
、
じ
つ
に
微
々
た
る
も
の
で
し
か
な
い
（
三
宅
『
安
藤
昌
益
と
地
域

文
化
の
伝
統
』
四
○
六
’
九
頁
、
雄
山
閣
、
一
九
九
六
年
参
照
）
。

こ
れ
に
か
わ
っ
て
、
郡
市
町
村
紙
・
全
県
紙
・
ブ
ロ
ッ
ク
紙
薮

県
に
わ
た
る
広
域
紙
）
な
ど
の
地
域
各
紙
や
、
各
種
地
域
研
究
誌
、
さ

ま
ざ
ま
な
地
域
の
単
行
出
版
物
な
ど
が
、
豊
富
な
地
域
の
研
究
情
報

を
伝
え
て
い
る
。
全
面
的
に
そ
の
情
報
を
収
集
し
つ
づ
け
て
い
く
に

は
、
莫
大
な
労
力
を
要
す
る
。
し
か
し
こ
れ
を
怠
っ
て
、
「
全
国
」

「
中
央
」
の
研
究
情
報
に
の
み
依
存
し
て
い
る
と
、
研
究
は
ま
す
ま

す
虚
妄
化
し
て
い
く
だ
け
で
あ
る
。

さ
ら
に
地
域
は
、
こ
の
よ
う
な
研
究
発
表
の
場
と
研
究
情
報
収
集

の
範
囲
の
問
題
に
と
ど
ま
ら
ず
、
研
究
対
象
と
研
究
方
法
と
を
規
定

す
る
問
題
を
提
起
す
る
。

研
究
対
象
的
に
い
え
ば
、
井
上
哲
次
郎
の
『
日
本
陽
明
学
派
之
哲

学
』
富
山
房
、
一
九
○
○
年
）
、
『
日
本
古
学
派
之
哲
学
』
同
上
、
一
九

○
二
年
）
、
『
日
本
朱
子
学
派
之
哲
学
』
（
同
上
、
一
九
○
五
年
）
は
、
近

世
儒
教
研
究
の
基
礎
を
築
い
た
名
著
で
あ
る
が
、
地
域
情
報
の
不
備

に
よ
り
、
地
域
の
儒
教
思
想
・
儒
教
思
想
家
の
多
く
に
つ
い
て
は
知

識
を
欠
き
、
京
都
・
大
阪
・
江
戸
の
三
都
中
心
に
対
象
を
設
定
し
て

い
る
。
そ
れ
以
来
、
一
世
紀
近
く
経
過
し
て
い
る
に
か
か
わ
ら
ず
、

思
想
史
研
究
は
な
お
井
上
哲
次
郎
的
設
定
を
脱
し
て
い
な
い
。
付
言

し
て
お
く
と
、
国
学
研
究
の
分
野
で
も
同
様
に
、
今
や
廃
盤
に
な
っ

た
は
ず
の
国
学
四
大
人
の
枠
組
み
を
事
実
上
、
順
守
す
る
傾
向
が
残

存
し
て
い
る
の
に
は
、
驚
か
さ
れ
る
。

研
究
方
法
的
に
い
え
ば
、
地
域
の
思
想
・
思
想
家
は
地
域
史
研
究

者
の
努
力
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
さ
れ
つ
つ
あ
る
が
、
長
ら
く
思
想
史

研
究
の
対
象
外
と
さ
れ
て
き
た
た
め
に
、
そ
れ
ら
の
多
く
が
な
お
埋

も
れ
て
い
る
。
地
域
の
調
査
に
入
り
、
こ
れ
を
掘
り
起
こ
す
必
要
が

あ
る
。
こ
の
点
、
こ
れ
ま
で
の
思
想
史
研
究
は
あ
ま
り
に
も
怠
惰
で

あ
っ
た
。
各
地
で
掘
り
起
こ
し
作
業
を
行
い
、
そ
の
結
果
を
地
域
紙
・

誌
に
発
表
し
て
地
域
住
民
の
検
証
を
受
け
、
そ
の
業
績
の
累
積
の
上

に
、
あ
ら
た
に
全
面
的
な
体
系
化
・
系
統
化
を
行
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。

地
域
つ
ま
り
住
民
の
生
活
領
域
は
、
近
現
代
社
会
に
お
い
て
も

人
々
の
生
活
に
深
く
介
入
し
て
く
る
が
、
経
済
・
社
会
集
団
・
支
配

の
各
分
野
に
お
い
て
、
地
域
的
封
鎖
傾
向
が
き
わ
め
て
強
い
前
近
代

社
会
で
は
、
地
域
は
人
々
の
生
活
と
意
識
を
規
制
す
る
不
可
避
の
要

員
で
あ
っ
た
。
具
体
的
要
因
を
顧
み
ず
に
独
断
的
に
思
想
を
一
般
化

す
れ
ば
、
思
想
史
研
究
は
空
理
空
論
に
堕
ち
る
だ
け
で
あ
る
。

②
思
想
史
研
究
の
要
件

意
識
作
用
の
内
容
で
あ
る
思
想
は
、
言
語
・
行
為
を
主
要
な
表
現

方
法
と
し
て
お
り
、
文
字
・
映
像
な
ど
に
よ
っ
て
記
録
さ
れ
認
識
さ

れ
る
こ
と
、
お
よ
び
伝
調
や
日
常
生
活
の
慣
習
の
継
受
と
し
て
伝
達

さ
れ
て
い
き
、
。
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記
録
・
文
書
・
著
作
な
ど
文
字
で
記
さ
れ
て
い
る
資
料
を
一
括
し

て
史
料
と
呼
べ
ば
、
史
料
研
究
上
の
第
一
の
課
題
は
、
史
料
の
内
容
・

形
式
の
正
確
な
読
解
で
あ
る
。
読
解
上
の
基
本
要
件
を
列
挙
し
て
お

き
た
い
。

史
料
の
原
本
は
特
定
の
人
物
（
ま
た
は
集
団
）
に
よ
っ
て
作
ら
れ
、

そ
れ
が
写
し
ま
た
は
出
版
物
に
よ
っ
て
広
め
ら
れ
た
。
原
本
と
写

し
・
出
版
物
と
の
間
に
は
、
書
写
上
の
誤
り
や
意
図
的
な
修
正
に
よ

っ
て
差
異
の
生
ず
る
可
能
性
が
あ
る
か
ら
、
原
本
（
散
失
し
た
り
閲
覧

不
能
の
場
合
は
も
っ
と
も
近
い
写
し
・
出
版
物
）
に
も
と
づ
く
こ
と
が
必

要
で
あ
る
。
と
く
に
著
者
が
目
を
通
し
て
い
な
い
出
版
物
（
海
賊
版
・

没
後
出
版
）
は
校
正
・
出
版
の
過
程
で
意
図
的
な
増
補
・
訂
正
が
な

さ
れ
て
い
る
恐
れ
が
あ
る
の
で
、
原
本
（
ま
た
は
も
っ
と
も
近
い
史
料
）

と
校
合
す
る
こ
と
は
史
料
読
解
上
、
不
可
欠
の
作
業
で
あ
る
。

史
料
は
、
仮
名
文
、
仮
名
・
漢
字
ま
じ
り
文
、
漢
文
の
ど
れ
か
で

書
か
れ
て
い
る
こ
と
が
圧
倒
的
に
多
い
。
文
章
表
現
と
思
想
内
容
は

相
関
す
る
か
ら
、
原
文
の
仮
名
遣
や
漢
文
表
記
を
尊
重
し
て
読
解
し

な
け
れ
ば
、
正
確
な
思
想
理
解
に
達
し
な
い
。

ま
た
、
前
近
代
社
会
の
言
語
は
、
時
間
的
に
規
定
さ
れ
た
古
語
（
歴

史
的
言
語
）
と
し
て
、
空
間
的
に
規
定
さ
れ
た
方
言
（
地
域
的
言
語
）

と
し
て
い
い
あ
ら
わ
さ
れ
た
。
史
料
読
解
は
古
語
的
方
言
的
理
解
の

も
と
に
行
う
必
要
が
あ
る
。

史
料
は
、
し
ば
し
ば
先
行
史
料
に
も
と
づ
い
て
書
か
れ
る
。
引
用

さ
れ
て
い
る
先
行
史
料
の
確
定
、
引
用
の
厳
密
さ
・
改
変
の
状
態
・

解
釈
の
特
性
な
ど
を
あ
き
ら
か
に
し
な
け
れ
ば
、
書
き
あ
ら
わ
さ
れ

て
い
る
こ
と
の
独
自
性
を
知
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

考
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
・
意
図
さ
れ
て
い
る
こ
と
と
、
史
料
に
書

き
あ
ら
わ
さ
れ
て
い
る
こ
と
と
は
、
た
だ
ち
に
同
一
な
の
で
は
な
い
。

書
き
手
の
主
観
的
・
客
観
的
立
場
や
行
為
を
検
討
し
て
、
は
じ
め
て

両
者
の
間
の
異
同
・
偏
差
を
確
認
で
き
る
。

以
上
、
原
本
研
究
の
不
可
欠
性
、
文
章
表
現
の
尊
重
、
古
語
的
方

言
的
理
解
、
先
行
史
料
の
追
究
、
主
観
的
客
観
的
立
場
・
行
為
の
検

討
に
つ
い
て
述
べ
た
。
こ
れ
ら
諸
点
に
よ
っ
て
思
想
史
研
究
の
現
況

を
点
検
し
た
い
。

〈
原
本
研
究
の
不
可
欠
性
〉
筆
者
は
一
九
六
五
年
以
来
、
伊
藤
仁

斎
の
著
作
に
関
し
て
、
同
じ
著
作
で
も
各
種
の
稿
本
間
で
異
同
が
あ

る
こ
と
、
と
く
に
仁
斎
の
最
終
稿
本
（
原
杢
と
東
涯
ら
の
校
正
に

よ
る
刊
本
と
の
間
に
大
き
な
差
異
が
あ
る
こ
と
を
認
め
、
仁
斎
の
最

終
的
思
想
形
態
の
研
究
は
最
終
稿
本
に
よ
ら
ね
ば
な
ら
な
い
と
主
張

し
た
（
『
京
都
町
衆
伊
藤
仁
斎
の
思
想
形
成
』
、
思
文
閣
出
版
、
一
九
八
六
年
、

参
照
）
。
そ
し
て
、
仁
斎
の
主
著
『
三
書
古
義
』
（
『
論
語
古
義
』
『
孟
子

古
義
』
『
中
庸
発
揮
』
）
の
一
部
と
概
念
規
定
集
『
語
孟
字
義
』
の
各
最

終
稿
本
を
校
注
・
訓
読
・
現
代
語
訳
し
た
（
木
村
英
一
編
『
伊
藤
仁
斎
集
』

〈
日
本
の
思
想
〉
Ⅱ
所
収
、
筑
摩
書
房
、
一
九
七
○
年
）
。

こ
の
主
張
は
そ
の
後
し
だ
い
に
追
認
さ
れ
て
、
仁
斎
・
仁
斎
学
研
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究
の
前
提
条
件
と
な
っ
た
。
し
か
し
、
な
お
刊
本
依
存
、
そ
れ
も
『
三

書
古
義
』
を
敬
遠
し
て
『
童
子
問
』
『
語
孟
字
義
』
の
刊
本
に
よ
る

傾
向
が
強
い
。
そ
の
理
由
は
『
三
書
古
義
』
は
経
書
の
注
解
な
の
で

分
析
す
る
手
続
が
面
倒
で
あ
る
こ
と
、
仁
斎
学
の
入
門
書
『
童
子
問
』

（
１
）

の
刊
本
に
清
水
茂
の
す
ぐ
れ
た
校
注
・
訓
読
が
施
さ
れ
て
お
り
、
大

量
出
版
で
利
用
し
や
す
い
こ
と
（
〈
日
本
古
典
文
学
大
系
〉
Ｗ
『
近
世
思
想

家
文
集
』
所
収
、
岩
波
書
店
、
一
九
六
六
年
）
、
清
水
校
注
・
訓
読
の
『
語

孟
字
義
』
の
刊
本
は
編
集
委
員
の
意
向
に
添
っ
た
た
め
訓
読
上
に
大

き
な
難
点
が
生
じ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
『
童
子
問
』
と
対
を
な
す

大
量
出
版
の
一
冊
と
し
利
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
（
〈
日
本
思
想
大
系
〉

羽
『
伊
藤
仁
斎
・
伊
藤
東
涯
』
所
収
、
岩
波
書
店
、
一
九
七
一
年
）
に
よ
る
。

要
す
る
に
利
用
し
や
す
く
、
す
で
に
訓
読
さ
れ
て
い
て
漢
文
読
解
の

手
間
が
省
け
る
も
の
を
利
用
す
る
傾
向
が
あ
る
。
漢
文
を
ど
の
よ
う

に
訓
読
し
書
き
下
し
文
を
作
っ
て
い
く
か
と
い
う
主
体
的
取
り
組
み

を
回
避
し
て
、
他
人
の
訓
読
文
に
無
条
件
に
し
た
が
う
の
で
あ
れ
ば
、

漢
文
読
解
能
力
を
欠
く
儒
教
研
究
者
が
出
現
す
る
こ
と
に
な
ろ
う
。

同
じ
こ
と
は
、
荻
生
祖
棟
の
研
究
に
つ
い
て
も
い
え
る
。
柤
棟
の

漢
文
を
集
成
し
た
『
祖
棟
集
』
は
、
祖
侠
没
後
に
服
部
南
郭
な
ど
門

弟
た
ち
に
よ
っ
て
編
集
・
校
正
さ
れ
る
過
程
で
、
「
全
文
削
除
も
ふ

く
む
大
幅
な
変
改
が
祖
侠
原
文
に
対
し
て
加
え
ら
れ
て
い
る
」
（
平

石
直
昭
「
『
柤
棟
集
』
解
題
・
解
説
」
、
〈
近
世
儒
家
文
集
集
成
〉
第
三
巻
『
柤
侠

集
』
一
○
頁
、
ぺ
り
か
ん
社
、
一
九
八
五
年
）
と
指
摘
さ
れ
な
が
ら
、
祖

棟
の
原
文
に
も
と
づ
い
た
柤
侠
学
研
究
が
ど
れ
ほ
ど
な
さ
れ
た
で
あ

ろ
う
か
。
祖
棟
の
原
文
研
究
が
行
わ
れ
が
た
い
の
は
、
〈
日
本
思
想

大
系
〉
郡
『
荻
生
祖
侠
』
（
同
上
、
一
九
七
三
年
）
に
『
祖
採
集
』
の

ご
く
一
部
が
訓
読
・
収
録
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
収
録
の
範
囲
し
か
読

ま
な
い
か
ら
で
あ
る
。

昌
益
研
究
の
分
野
で
は
、
も
っ
と
ひ
ど
い
。
農
文
協
版
『
安
藤
昌

益
全
集
』
（
安
藤
昌
益
研
究
会
編
、
農
山
漁
村
文
化
協
会
刊
、
一
九
八
二
’
八

七
年
）
は
、
編
集
・
原
文
復
刻
・
テ
キ
ス
ト
確
定
．
書
き
下
し
文
・

注
釈
・
先
行
文
献
の
検
討
そ
の
他
ど
の
分
野
で
も
大
き
な
疑
義
を
も

（
３
）

た
ざ
る
を
え
な
い
が
、
と
り
わ
け
現
代
語
訳
に
昌
益
の
本
来
の
意
味

を
無
視
し
て
「
唯
物
弁
証
法
的
な
用
語
を
昌
益
の
文
章
理
解
の
中
に

ね
じ
込
ん
で
き
て
い
る
」
（
中
山
一
樹
「
安
藤
昌
益
著
・
刊
本
『
自
然
真
営

道
』
の
研
究
」
、
愛
知
教
育
大
学
日
本
思
想
史
研
究
会
編
『
日
本
思
想
史
へ
の
試

論
』
一
九
九
五
年
’
九
八
年
所
収
五
八
頁
、
み
し
ま
書
房
、
一
九
九
八
年
）
。

そ
う
す
る
理
由
は
、
「
昌
益
の
『
二
別
一
真
』
『
互
性
妙
道
』
の
論
理

は
…
…
毛
沢
東
の
『
矛
盾
論
』
の
百
五
十
年
前
に
、
日
本
人
の
頭
脳

が
う
み
だ
し
た
『
矛
盾
論
』
で
あ
る
。
彼
は
こ
の
『
矛
盾
論
』
に
よ

っ
て
…
…
革
命
の
思
想
を
形
成
し
て
い
っ
た
」
（
第
一
巻
の
解
説
〈
寺

尾
五
郎
執
筆
〉
）
と
、
昌
益
を
毛
沢
東
思
想
と
く
に
文
化
大
革
命
の
イ

デ
オ
ロ
ギ
ー
の
宣
伝
材
料
と
し
て
利
用
す
る
た
め
で
あ
る
。
農
文
協

版
の
現
代
語
訳
に
も
っ
ぱ
ら
依
存
し
て
昌
益
の
思
想
理
解
を
行
え
ば
、

昌
益
は
「
文
革
」
つ
ま
り
継
続
的
暴
力
革
命
の
イ
デ
オ
ロ
ー
グ
に
化
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し
て
し
ま
う
。

〈
文
章
表
現
の
尊
重
〉
現
行
の
歴
史
的
仮
名
遣
は
、
契
沖
が
基
本

を
定
め
本
居
宣
長
が
改
訂
を
加
え
た
形
態
に
も
と
づ
い
て
い
る
。
し

か
し
、
同
音
の
仮
名
の
使
い
分
け
に
つ
い
て
は
、
藤
家
定
家
が
考
案

し
行
阿
が
増
補
し
た
定
家
仮
名
遣
に
よ
っ
て
、
長
い
間
、
各
種
の
史

料
が
書
か
れ
て
き
た
。
だ
が
、
古
典
文
学
を
集
成
し
た
く
日
本
古
典

文
学
大
系
〉
（
一
○
二
冊
、
岩
波
書
店
、
一
九
五
七
’
六
八
年
）
で
は
、
逆

に
収
録
作
品
の
仮
名
遣
を
歴
史
的
仮
名
遣
に
書
き
改
め
て
定
本
を
作

成
し
た
の
で
あ
る
。

漢
文
の
う
ち
訓
読
を
前
提
と
し
て
書
か
れ
た
も
の
は
、
研
究
者
当

人
の
訓
読
の
し
か
た
を
示
す
必
要
上
、
書
き
下
し
文
と
し
て
引
用
・

翻
刻
す
る
こ
と
に
積
極
的
な
意
義
が
見
い
だ
せ
る
。
こ
の
場
合
、
で

き
る
か
ぎ
り
そ
の
漢
文
作
者
の
仮
名
遣
法
を
尊
重
し
て
書
き
下
さ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
、
思
想
史
の
史
料
を
集
成
し
た
く
日
本

思
想
大
系
〉
（
六
七
冊
、
岩
波
書
店
、
一
九
七
○
’
八
二
年
）
で
は
、
驚
く

べ
き
こ
と
に
現
代
仮
名
遣
に
よ
っ
て
書
き
下
し
、
漢
字
も
随
意
に
仮

名
に
改
め
て
い
る
巻
が
あ
り
、
編
集
委
員
の
一
人
に
よ
っ
て
担
当
さ

れ
て
い
る
。
漢
文
訓
読
は
古
文
に
よ
っ
て
な
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
そ

れ
を
現
代
仮
名
遣
に
よ
っ
て
書
き
改
め
る
こ
と
は
、
歴
史
上
か
つ
て

実
在
し
た
こ
と
の
な
い
文
章
形
式
の
創
作
で
あ
り
、
伝
統
文
化
を
破

壊
す
る
も
の
で
あ
る
。

前
掲
の
『
伊
藤
仁
斎
集
』
で
は
、
仁
斎
が
漢
文
を
書
き
下
し
文
に

改
め
た
草
稿
（
『
古
学
先
生
訳
文
』
）
に
も
と
づ
い
て
、
書
き
下
し
文
の

原
則
を
定
め
た
こ
と
を
付
言
し
て
お
く
。

漢
文
の
う
ち
著
者
が
音
読
す
べ
き
こ
と
を
指
示
し
た
も
の
は
、
当

然
、
音
読
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
荻
生
柤
侠
は
、
表
現
内
容
と

表
現
形
式
は
深
く
相
関
す
る
と
考
え
、
（
訓
点
を
付
け
た
初
期
の
著
作
を

除
い
て
）
漢
文
訓
読
を
明
確
に
否
定
し
、
古
言
を
音
読
し
な
け
れ
ば

六
経
な
ど
古
文
の
意
に
達
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
し
、
自
己
の
文

章
も
ま
た
古
文
に
一
致
さ
せ
る
こ
と
に
努
め
た
。
沮
棟
の
学
ん
だ
華

音
は
清
朝
時
代
の
江
南
地
方
の
中
国
音
で
あ
る
か
ら
、
祖
棟
の
文
章

を
理
解
す
る
た
め
に
は
、
華
音
に
よ
っ
て
こ
れ
を
直
読
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
だ
が
、
祖
侠
学
研
究
上
、
何
人
が
柤
棟
の
文
章
を
華
音

で
読
む
根
源
的
努
力
を
行
っ
て
い
る
で
あ
ろ
う
か
。

〈
古
語
的
方
言
的
理
解
〉
古
文
を
理
解
す
る
の
に
、
現
行
の
古
語

辞
典
の
類
で
終
始
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
史
料
分
析
を
つ
う
じ
て
、

著
者
が
そ
の
史
料
を
書
く
と
き
に
参
考
し
た
古
辞
書
を
あ
き
ら
か
に

し
、
そ
の
解
釈
に
よ
る
べ
き
で
あ
る
。
方
言
の
場
合
、
前
近
代
の
方

言
集
は
数
少
な
い
か
ら
、
同
時
代
同
地
域
の
他
の
史
料
や
現
行
の
方

言
集
を
参
照
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
筆
者
が
校
注
・
訓
読
し
た
、
安

藤
昌
益
全
集
刊
行
会
編
『
安
藤
昌
益
全
集
』
第
一
巻
・
第
十
巻
（
校

倉
書
房
、
一
九
八
一
年
、
一
九
九
一
年
）
で
は
昌
益
参
照
の
古
辞
書
と
し

て
簡
室
編
『
増
註
頭
書
字
彙
』
、
毛
利
貞
斎
編
『
増
続
大
広
益
会
玉

篇
大
全
』
等
を
確
定
し
、
ま
た
各
種
方
言
集
に
よ
っ
て
語
義
の
方
言
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的
解
明
を
行
っ
た
。

〈
先
行
史
料
の
検
討
〉
従
来
、
た
と
え
ば
江
戸
時
代
の
史
料
の
典

拠
を
示
す
と
き
に
採
ら
れ
た
方
法
は
、
日
本
古
代
関
係
の
記
述
な
ら

ば
六
国
史
な
ど
、
中
国
古
代
関
係
な
ら
ば
『
史
記
』
『
漢
書
』
な
ど

の
正
史
類
、
儒
教
な
ら
ば
四
書
五
経
や
朱
子
の
著
書
・
語
類
、
仏
教

な
ら
ば
各
宗
所
依
の
教
典
な
ど
、
い
わ
ゆ
る
正
統
的
書
物
の
な
か
か

ら
類
似
の
文
章
を
選
ん
で
、
そ
れ
を
そ
の
史
料
の
典
拠
と
憶
測
す
る

こ
と
が
圧
倒
的
に
多
か
っ
た
。
だ
が
近
年
、
著
者
が
実
際
に
読
ん
だ

書
物
を
追
究
し
確
定
す
る
研
究
が
あ
ら
わ
れ
は
じ
め
た
。
本
稿
と
の

関
連
で
い
え
ば
、
若
尾
政
希
は
昌
益
の
日
本
史
・
中
国
史
の
知
識
の

典
拠
が
円
智
院
日
性
編
『
倭
漢
皇
統
編
年
合
運
図
』
で
あ
る
こ
と
を

あ
き
ら
か
に
し
、
鵜
野
祥
江
は
、
そ
の
昌
益
使
用
版
が
元
禄
七
年
版

で
あ
る
こ
と
を
確
定
し
た
（
愛
知
教
育
大
学
卒
業
論
文
、
一
九
九
四
年
、

未
刊
。
三
宅
著
『
安
藤
昌
益
と
地
域
文
化
の
伝
統
』
三
八
○
’
七
頁
に
要
旨
収
録
）
。

三
宅
は
昌
益
の
仏
教
関
係
の
典
拠
が
義
山
良
照
編
『
諸
宗
仏
像
図
彙
』

で
あ
る
こ
と
を
あ
き
ら
か
に
し
（
「
安
藤
昌
益
の
思
想
的
典
拠
Ｉ
江
戸
時
代

中
間
的
文
化
層
の
問
題
」
、
『
歴
史
と
地
理
』
四
○
九
号
、
一
九
八
八
年
九
月
）
、

岩
田
武
志
・
岩
田
保
子
は
昌
益
使
用
版
が
元
禄
三
年
版
で
あ
る
こ
と

を
確
定
し
た
（
岩
田
武
志
「
安
藤
昌
益
の
人
間
観
」
、
『
日
本
思
想
史
へ
の
試
論
』

一
九
八
七
年
’
九
○
年
所
収
、
み
し
ま
書
房
、
一
九
九
○
年
。
岩
田
保
子
司
諸

宗
仏
像
図
彙
』
の
研
究
ｌ
ｌ
安
藤
昌
益
の
仏
教
思
想
の
典
拠
Ｉ
」
、
同
上
一
九

九
一
年
’
九
四
年
所
収
、
一
九
九
四
年
）
。

〈
主
観
的
客
観
的
立
場
・
行
為
の
検
討
〉
人
は
抽
象
的
概
念
と
し

て
存
在
し
て
い
る
の
で
は
な
い
。
歴
史
的
社
会
的
に
規
定
さ
れ
た
具

体
的
個
人
と
し
て
実
在
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
人
を
規
定
す
る
各
種

の
要
因
を
考
察
す
る
こ
と
な
し
に
、
思
想
の
本
質
を
究
明
す
る
こ
と

は
で
き
な
い
。
階
級
・
身
分
は
規
定
要
因
中
の
、
王
要
な
も
の
で
あ
り
、

こ
れ
に
よ
っ
て
「
書
き
あ
ら
わ
さ
れ
て
い
る
こ
と
」
と
「
考
え
ら
れ

て
い
る
こ
と
」
「
意
図
さ
れ
て
い
る
こ
と
」
と
の
間
の
異
同
・
偏
差

が
す
ぐ
な
か
ら
ず
解
明
さ
れ
る
。
た
と
え
ば
、
仁
斎
は
、
著
作
に
「
書

き
あ
ら
わ
さ
れ
て
い
る
」
こ
と
だ
け
で
み
れ
ば
、
人
間
的
平
等
を
専

一
に
主
張
し
て
い
る
思
想
家
と
み
ら
れ
よ
う
。
し
か
し
、
仁
斎
の
所

属
し
て
い
る
京
都
市
中
の
町
（
東
堀
川
四
町
目
）
の
定
に
被
差
別
身
分

へ
の
差
別
が
規
定
さ
れ
て
お
り
、
仁
斎
は
そ
の
定
を
忠
実
に
順
守
し

て
行
為
し
て
い
る
こ
と
を
フ
ィ
ル
タ
ー
と
す
れ
ば
、
仁
斎
の
思
想
中

に
あ
き
ら
か
に
差
別
性
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
（
前
掲
『
京
都
町

衆
伊
藤
仁
斎
の
思
想
形
成
』
を
参
照
）
。

安
藤
昌
益
は
、
宝
暦
八
年
（
一
七
五
八
）
八
戸
を
去
っ
て
故
郷
出

羽
国
秋
田
郡
南
比
内
二
井
田
村
に
帰
っ
た
。
そ
の
絶
筆
『
良
中
先
生

石
碑
銘
写
』
で
、
「
他
国
に
走
り
、
先
祖
の
忘
却
を
歎
き
…
…
絶
え

た
る
家
名
を
挙
ぐ
。
後
世
誠
に
守
農
太
神
と
言
ふ
可
し
」
と
記
し
た
。

こ
の
解
釈
と
し
て
、
都
市
で
共
産
主
義
の
理
論
を
築
き
農
村
で
そ
の

実
践
を
行
っ
た
と
い
う
「
文
革
」
の
下
放
運
動
そ
の
ま
ま
の
イ
デ
オ

ロ
ギ
ー
的
曲
解
も
生
じ
て
い
る
が
、
昌
益
帰
郷
時
に
は
安
藤
家
は
所
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持
地
を
全
く
失
っ
て
い
た
こ
と
、
昌
益
が
二
十
石
余
の
田
畑
を
買
い

も
ど
し
て
安
藤
家
を
再
興
し
た
こ
と
を
考
え
あ
わ
せ
れ
は
、
「
絶
え

た
る
家
名
を
挙
」
げ
「
守
農
太
神
」
と
み
ず
か
ら
称
し
た
の
は
、
家

産
の
回
復
と
い
う
私
有
財
産
制
に
も
と
づ
く
思
想
の
表
現
で
あ
っ
た

こ
と
が
わ
か
る
。

思
想
史
研
究
を
単
に
「
書
き
あ
ら
わ
さ
れ
て
い
る
」
こ
と
の
主
観

的
解
釈
に
と
ど
め
て
は
な
ら
な
い
・
昌
益
を
「
文
革
」
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー

の
宣
伝
に
利
用
す
る
運
動
が
開
始
さ
れ
た
直
後
、
日
本
思
想
史
・
日

本
史
の
研
究
者
の
だ
れ
．
か
れ
が
、
そ
の
意
図
を
見
抜
け
ず
に
彼
ら

の
会
合
や
シ
ン
ポ
と
称
す
る
も
の
で
講
師
等
を
つ
と
め
て
利
用
さ
れ

た
。
思
想
を
研
究
し
な
が
ら
現
実
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
認
識
す
ら
で
き

な
い
の
は
、
そ
の
研
究
方
法
・
理
論
が
真
の
歴
史
性
・
社
会
性
を
も

た
な
い
か
ら
で
あ
る
。

部
落
問
題
の
早
急
な
解
決
が
「
国
の
責
務
で
あ
り
、
同
時
に
国
民

的
課
題
で
あ
る
」
（
同
和
対
策
審
議
会
答
申
）
と
断
言
さ
れ
て
か
ら
、
す

で
に
三
十
年
以
上
経
過
し
た
。
部
落
史
研
究
の
分
野
か
ら
身
分
制
を

近
世
社
会
の
全
体
的
認
識
の
視
点
と
す
る
方
法
的
提
起
も
な
さ
れ
て

い
る
。
思
想
的
研
究
は
、
被
差
別
民
へ
の
差
別
を
必
要
契
機
と
す
る

身
分
制
問
題
に
ど
れ
ほ
ど
貢
献
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
思
想
史
研
究

に
お
け
る
歴
史
性
・
社
会
性
の
回
復
こ
そ
早
急
に
解
決
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
課
題
で
あ
る
。

③
近
世
の
思
想
的
成
層

近
世
の
思
想
史
研
究
は
長
い
間
、
高
度
な
専
門
的
知
識
を
も
ち
体

系
的
な
思
想
を
構
築
し
た
各
時
代
の
代
表
的
思
想
家
を
考
察
の
対
象

と
し
て
き
た
。
こ
れ
に
い
わ
ゆ
る
民
衆
運
動
の
思
想
、
な
い
し
民
衆

思
想
の
研
究
が
併
立
的
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
前
者
は
主
と

し
て
思
想
の
体
系
の
分
析
に
向
か
い
、
そ
の
階
級
的
身
分
的
な
イ
デ

オ
ロ
ギ
ー
的
機
能
に
ま
で
及
ぶ
も
の
は
数
少
な
か
っ
た
。
後
者
は
民

衆
の
著
作
の
少
な
さ
と
い
う
制
約
も
あ
っ
て
記
録
・
文
書
に
と
ど
め

ら
れ
た
民
衆
の
意
識
・
行
為
の
分
析
を
主
と
し
、
民
衆
即
被
支
配
階

級
と
す
る
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
視
点
に
つ
ら
ぬ
か
れ
て
い
た
。
両
者
の

研
究
が
交
わ
る
こ
と
は
、
希
少
で
あ
っ
た
。

交
わ
ら
ぬ
理
由
は
、
媒
介
的
発
想
の
欠
落
に
も
と
づ
い
て
い
る
。

思
想
構
成
上
、
階
級
的
身
分
的
要
因
は
不
可
避
の
規
定
的
作
用
を
及

ぼ
す
が
、
そ
れ
を
支
配
と
被
支
配
の
枠
組
み
だ
け
で
把
握
す
る
こ
と

は
で
き
な
い
。
思
想
が
形
成
さ
れ
定
立
さ
れ
る
場
合
、
先
行
思
想
の

継
受
・
否
定
の
問
題
が
介
入
し
て
く
る
か
ら
、
階
級
的
身
分
的
な
規

定
は
直
接
的
で
あ
る
よ
り
も
媒
介
的
に
行
わ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
だ

か
ら
、
知
識
が
ど
の
よ
う
な
形
態
で
ど
の
よ
う
な
過
程
を
へ
て
伝
達

さ
れ
る
か
が
問
題
に
な
る
。

筆
者
は
、
近
世
の
思
想
的
成
層
を
三
層
に
区
分
す
る
。

㈹
専
門
的
知
識
層

漢
文
の
白
文
言
ら
に
は
梵
文
）
や
万
葉
仮
名
な
ど
で
書
か
れ
た
原
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典
を
読
解
で
き
る
。
そ
の
著
作
を
白
文
（
出
版
す
る
と
き
は
訓
点
を

付
け
る
こ
と
が
多
い
）
や
万
葉
仮
名
で
書
く
ほ
か
、
原
典
の
漢
文
に

訓
点
を
付
け
た
り
、
国
字
解
（
諺
解
）
と
い
わ
れ
る
漢
字
・
仮
名

ま
じ
り
の
解
説
書
を
書
く
こ
と
が
あ
る
。

⑧
中
間
的
文
化
層

訓
点
付
き
の
漢
文
や
国
字
解
な
ど
の
二
次
的
著
作
・
翻
刻
に
よ
っ

て
主
と
し
て
知
識
を
得
、
漢
字
・
仮
名
ま
じ
り
文
や
日
本
語
的
文

脈
の
漢
文
体
的
文
章
で
著
書
を
書
く
。
白
文
が
読
め
て
も
、
も
っ

ぱ
ら
中
間
的
文
化
層
を
対
象
に
し
た
著
作
に
終
始
す
る
も
の
は
、

中
間
的
文
化
層
に
数
え
る
。

ｐ
非
文
字
文
化
層

文
字
に
依
存
せ
ず
、
口
頭
で
の
伝
達
や
日
常
の
生
活
習
慣
の
継
受

に
よ
っ
て
知
識
を
得
、
ま
た
伝
達
す
る
。
口
頭
で
伝
達
さ
れ
る
知

識
の
内
容
は
中
間
的
文
化
層
の
影
響
が
強
い
と
思
わ
れ
る
。

階
級
的
身
分
的
基
礎
は
、
専
門
的
知
識
層
が
公
家
、
武
家
中
の
大

名
や
上
士
や
側
医
、
住
職
級
の
僧
侶
、
社
家
、
上
掠
所
持
の
修
験
、

大
高
持
百
姓
、
家
持
富
商
な
ど
。
中
間
的
文
化
層
が
下
士
、
番
医
、

非
住
職
級
の
僧
侶
、
下
杜
家
や
無
掠
の
修
験
、
村
医
、
町
医
、
高
持

百
姓
、
家
持
町
人
、
頭
分
の
被
差
別
民
な
ど
。
非
文
字
文
化
層
が
水

呑
百
姓
、
借
家
の
商
人
・
職
人
、
雇
人
、
日
雇
、
頭
分
以
外
の
被
差

別
民
な
ど
。

三
つ
の
成
層
は
、
思
想
・
文
化
の
形
成
に
あ
た
っ
て
固
有
の
側
面

を
も
ち
つ
つ
相
関
す
る
。
そ
の
場
合
、
中
間
的
文
化
層
が
専
門
的
知

識
層
と
非
文
字
文
化
層
を
媒
介
す
る
役
割
を
果
た
す
。
中
間
的
文
化

層
は
、
村
方
・
町
方
で
の
知
識
人
で
あ
る
と
と
も
に
、
村
方
で
は
村

役
人
層
、
町
方
で
は
町
役
人
層
と
重
な
り
、
寄
合
を
主
導
し
村
政
・

町
政
を
執
行
す
る
力
を
も
つ
か
ら
、
非
文
字
文
化
層
を
な
す
下
層
の

農
民
町
民
へ
の
文
化
的
・
社
会
的
影
響
は
強
力
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

中
間
的
文
化
層
が
読
ん
で
知
識
を
獲
得
し
た
書
物
は
、
ひ
と
こ
と

で
い
え
ば
い
わ
ゆ
る
通
俗
書
で
あ
る
。
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
書
物

が
読
ま
れ
た
の
か
を
確
定
す
る
た
め
に
は
、
地
域
ご
と
に
旧
家
の
蔵

書
を
調
査
し
て
目
録
を
作
成
す
る
必
要
が
あ
る
。
そ
う
す
れ
ば
各
地

域
へ
伝
播
し
た
書
物
の
種
類
と
数
量
が
あ
き
ら
か
に
な
る
。
未
整
理

の
書
物
を
分
類
し
て
目
録
を
作
成
す
る
作
業
は
、
多
大
の
日
数
と
労

力
を
要
す
る
。
筆
者
が
安
藤
昌
益
の
地
域
的
文
化
圏
で
あ
る
出
羽
国

秋
田
郡
比
内
地
方
（
二
井
田
は
そ
の
一
村
）
を
調
査
し
て
発
表
ず
み
の

報
告
は
左
の
と
お
り
で
あ
る
。

「
扇
田
神
明
社
長
岡
家
蔵
害
目
録
・
解
説
」
（
『
鷹
巣
地
方
史
研
究
』
二

○
号
、
一
九
八
七
年
五
月
・
）

「
釈
迦
内
村
日
景
家
の
系
譜
と
蔵
書
」
（
同
上
二
八
号
、
一
九
九
一
年

五
月
）
。

「
太
田
新
田
村
長
谷
川
伊
右
衛
門
の
系
譜
・
著
書
・
蔵
書
」
（
同
上

三
三
号
、
一
九
九
三
年
十
月
）
。

「
南
比
内
独
鈷
村
小
松
家
の
系
譜
と
蔵
書
」
（
同
上
四
二
号
、
一
九
九
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八
年
五
月
）
。

「
出
羽
国
秋
田
郡
北
比
内
大
館
町
高
橋
家
蔵
書
目
録
」
（
『
愛
知
教
育

大
学
研
究
報
告
』
四
三
’
四
六
輯
〈
人
文
科
学
〉
、
一
九
九
三
’
九
七
年
）
。

「
出
羽
国
秋
田
郡
北
比
内
大
館
町
玉
林
寺
桑
名
家
蔵
書
目
録
」
同

上
四
六
’
四
七
輯
〈
人
文
科
学
〉
、
一
九
九
七
’
九
八
年
）
。

「
南
比
内
十
二
所
町
武
田
家
の
系
譜
と
著
書
・
蔵
書
」
（
『
北
鹿
新
聞
』

一
九
九
三
年
四
月
十
五
日
・
十
七
日
・
十
九
日
付
連
載
）
。

「
南
比
内
赤
石
村
菊
地
家
の
系
譜
と
寺
子
屋
教
育
」
（
同
上
一
九
九
三

年
四
月
二
四
日
・
二
六
日
付
連
載
）
。

「
北
比
内
大
館
町
高
橋
家
の
系
譜
と
蔵
書
」
（
同
上
一
九
九
三
年
四
月

二
七
日
、
五
月
四
日
・
七
日
付
連
載
）
。

『
安
藤
昌
益
と
地
域
文
化
の
伝
統
』
第
三
章
も
、
あ
わ
せ
て
参
照

し
て
い
た
だ
き
た
い
。

蔵
書
調
査
と
同
時
に
、
中
間
的
文
化
層
に
属
す
る
人
物
に
著
作
が

あ
っ
た
と
き
、
ど
の
よ
う
な
先
行
史
料
を
引
用
し
て
い
る
か
を
確
定

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
引
用
史
料
の
名
を
明
示
し
な
い
こ
と
が
多

く
、
と
く
に
通
俗
害
を
引
用
し
て
い
る
場
合
は
、
そ
の
書
物
が
研
究

者
の
既
成
の
知
識
の
枠
外
に
あ
っ
て
確
定
す
る
の
に
多
大
の
労
力
を

要
す
る
こ
と
が
し
ば
し
ば
で
あ
る
。

蔵
書
目
録
の
作
成
と
引
用
書
の
確
定
は
と
も
に
労
力
甚
大
な
仕
事

で
あ
る
が
、
こ
れ
を
避
け
た
の
で
は
思
想
史
研
究
の
あ
た
ら
し
い
地

平
は
開
け
な
い
。
筆
者
は
比
内
地
方
の
旧
家
に
所
蔵
さ
れ
、
か
つ
昌

益
の
著
作
に
引
用
さ
れ
て
い
る
書
物
を
数
多
く
確
認
し
た
が
、
つ
ぎ

に
数
部
以
上
現
存
す
る
も
の
を
示
す
。

簡
室
編
『
増
註
頭
書
字
彙
』

毛
利
貞
斎
編
『
増
続
大
広
益
会
玉
篇
大
全
』

槙
島
昭
武
編
『
増
補
合
類
大
節
用
集
』
丙
題
『
和
漢
音
釈
書
言
字
考

節
用
集
』
）

惠
空
編
『
節
用
集
大
全
』
丙
題
『
新
刊
節
用
集
大
全
』
）

円
智
院
日
性
編
『
倭
漢
皇
統
編
年
合
運
図
』
（
版
に
よ
っ
て
異
名
が
多
ど

義
山
良
照
編
『
諸
宗
仏
像
図
彙
』
（
異
名
『
仏
神
霊
像
図
彙
』
な
ど
）

ほ
か
に
、
筆
者
が
昌
益
の
陰
陽
道
思
想
の
典
拠
と
し
て
注
目
し
て

い
る
『
大
雑
書
』
（
た
だ
し
昌
益
使
用
版
未
確
定
）
は
、
暦
日
の
吉
凶
を

知
る
た
め
に
日
常
に
使
用
さ
れ
、
使
用
に
耐
え
な
く
な
る
と
捨
て
ら

れ
た
た
め
か
、
比
内
地
方
か
ら
は
未
発
見
で
あ
る
。
若
尾
政
希
が
昌

益
引
用
書
で
あ
る
こ
と
を
掘
り
起
こ
し
た
西
道
智
撰
『
太
平
記
大
全
』

も
、
昌
益
が
初
期
に
神
・
儒
・
仏
三
教
の
知
識
の
典
拠
と
し
た
も
の

で
重
要
で
あ
る
が
、
こ
れ
も
未
発
見
で
あ
る
（
八
戸
市
立
図
書
館
に
は

所
蔵
さ
れ
て
い
る
）
。

右
の
書
物
は
す
べ
て
訓
点
多
用
の
漢
文
、
ま
た
は
漢
字
・
仮
名
ま

じ
り
文
で
書
か
れ
て
、
広
く
流
布
し
た
通
俗
書
で
あ
っ
て
、
昌
益
が

ま
さ
に
中
間
的
文
化
層
に
属
す
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

中
間
的
文
化
層
と
い
う
視
点
の
有
効
性
を
二
例
の
先
行
研
究
に
よ

っ
て
検
討
し
て
お
く
。
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昌
益
が
生
前
に
出
版
し
た
刊
本
『
自
然
真
営
道
』
は
、
初
版
本
（
村

上
杢
、
再
版
本
の
先
刷
本
（
北
野
天
満
宮
杢
、
同
じ
く
後
刷
本
（
慶
応

杢
の
三
種
に
分
か
れ
る
（
前
掲
中
山
「
安
藤
昌
益
著
・
刊
本
『
自
然
真
営

道
』
の
研
究
」
七
九
’
八
○
頁
）
。
初
版
本
で
は
巻
三
の
一
章
が
「
暦
道

の
自
然
論
」
で
あ
る
の
に
対
し
、
再
版
本
で
は
そ
の
大
部
分
を
書
き

改
め
た
上
、
題
名
も
「
国
国
自
然
の
気
行
論
」
に
変
更
し
て
い
る
。

尾
藤
正
英
・
西
田
太
一
郎
校
注
「
自
然
真
営
道
」
（
〈
日
本
思
想
大
系
〉

妬
『
安
藤
昌
益
佐
藤
信
淵
』
、
岩
波
書
店
、
一
九
七
七
年
）
で
は
、
両
者
の

相
違
を
事
実
と
し
て
指
摘
す
る
だ
け
で
、
変
化
の
意
義
を
説
明
す
る

こ
と
が
で
き
な
い
震
文
協
版
は
岩
波
版
を
踏
襲
）
。
こ
れ
は
、
中
間
的

文
化
層
の
読
書
傾
向
に
つ
い
て
ま
っ
た
く
知
識
を
欠
く
か
ら
で
あ
っ

て
、
初
版
本
は
『
大
雑
書
』
を
典
拠
と
し
て
陰
陽
道
的
見
方
で
書
い

て
い
る
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。
再
版
本
は
、
こ
れ
を
気
の
運
行
に
よ

る
見
方
で
書
き
改
め
、
全
巻
的
整
合
を
計
っ
た
の
で
あ
る
。

脇
田
修
『
河
原
巻
物
の
世
界
』
（
東
大
出
版
会
、
一
九
九
一
年
）
は
、

諸
種
の
河
原
巻
物
を
分
析
し
て
い
る
が
、
そ
こ
に
記
さ
れ
た
神
代
の

こ
と
が
ら
を
『
古
事
記
』
『
日
本
書
紀
』
で
説
明
す
る
に
す
ぎ
な
い
。

し
か
し
、
そ
れ
は
こ
じ
つ
け
で
あ
っ
て
、
河
原
巻
物
は
、
『
倭
漢
皇

統
編
年
合
運
図
』
を
典
拠
と
し
て
記
述
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
中
間

的
文
化
層
と
い
う
分
析
視
覚
が
あ
れ
ば
、
河
原
巻
物
の
成
立
・
伝

播
・
内
容
説
明
は
、
も
っ
と
適
確
に
ゆ
た
か
に
行
い
得
た
で
あ
ろ
う
。

『
河
原
巻
物
の
世
界
』
に
対
す
る
書
評
で
も
、
こ
の
こ
と
に
言
及
し

安
藤
昌
益
の
著
作
は
漢
文
体
で
記
さ
れ
て
い
て
も
、
主
語
Ｉ
述
語

ｌ
賓
語
と
い
う
中
国
語
的
文
脈
で
一
貫
す
る
の
で
は
な
く
、
主
語
ｌ

賓
語
ｌ
述
語
と
い
う
日
本
語
的
文
脈
が
優
位
し
て
い
る
。
仮
名
遣
は

定
家
仮
名
遣
的
で
あ
る
が
、
イ
段
と
エ
段
の
混
用
が
全
面
的
に
認
め

ら
れ
る
な
ど
東
北
方
言
の
特
性
が
濃
厚
に
出
て
い
る
。
そ
の
方
言
性

を
追
究
す
る
と
、
東
北
方
言
↓
北
奥
羽
方
言
↓
秋
田
方
言
↓
比
内
方

言
と
限
定
さ
れ
て
い
き
、
昌
益
の
在
地
性
が
あ
き
ら
か
に
な
る
。
昌

益
の
方
言
性
は
、
そ
の
思
想
構
造
に
も
深
く
介
入
し
て
い
る
。
昌
益

の
文
体
と
語
法
、
お
よ
び
方
言
に
よ
る
思
想
規
定
の
問
題
に
つ
い
て

は
、
紙
幅
の
関
係
上
、
拙
稿
「
稿
本
『
自
然
真
営
道
』
の
研
究
」
Ｉ

（
前
掲
『
安
藤
昌
益
全
集
』
第
一
巻
所
収
）
の
第
三
節
を
参
照
さ
れ
た
い
。

た
も
の
は
見
当
ら
な
い
。

中
間
的
文
化
層
に
属
す
る
思
想
家
の
う
ち
と
く
に
注
目
す
べ
き
も

の
と
し
て
、
近
世
中
期
の
昌
益
と
と
も
に
、
前
期
の
毛
利
貞
斎
、
後

期
の
渓
百
年
を
挙
げ
て
お
く
。

昌
益
の
主
著
で
あ
る
稿
本
『
自
然
真
営
道
』
の
第
九
・
第
十
は
「
私

二
、
昌
益
の
方
言
と
思
想

三
、
日
本
の
地
理
上
の
位
置
と
東
北
の
区
域
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法
神
書
巻
」
上
・
下
と
題
さ
れ
た
日
本
通
史
で
あ
る
。
上
の
一
本
は

東
京
大
学
総
合
図
書
館
に
所
蔵
さ
れ
、
上
の
別
本
と
下
は
上
杉
修
が

掘
り
起
こ
し
て
八
戸
市
立
図
書
館
に
寄
贈
さ
れ
た
。
「
私
法
神
書
巻
」

は
、
前
述
し
た
よ
う
に
円
智
院
日
性
撰
『
倭
漢
皇
統
編
年
合
運
図
』

を
主
な
典
拠
に
し
て
叙
述
さ
れ
て
い
る
。
日
性
は
、
日
蓮
宗
興
門
派

（
現
、
日
蓮
本
宗
）
の
本
山
、
要
法
寺
の
第
十
五
世
住
職
を
勤
め
た
人

物
で
あ
る
。
鵜
野
祥
江
の
研
究
に
よ
れ
ば
、
慶
長
五
年
版
を
初
版
と

し
、
同
八
年
、
同
十
六
年
ま
で
の
現
存
す
る
三
版
は
、
古
活
字
版
と

し
て
著
名
な
要
法
寺
版
で
あ
る
。
古
活
字
版
は
白
文
で
あ
る
が
、
そ

の
後
、
木
版
と
な
り
訓
点
や
振
り
仮
名
が
付
け
ら
れ
て
、
読
む
の
が

容
易
に
な
っ
た
。
江
戸
時
代
を
つ
う
じ
て
三
十
数
種
類
の
異
版
が
あ

り
、
「
夫
れ
和
漢
の
歴
史
、
汗
牛
充
棟
、
其
の
能
く
兼
ね
明
か
す
者
は
、

蓋
し
鮮
し
。
是
に
於
て
円
智
の
和
漢
合
運
の
編
有
り
。
事
歴
対
照
し
、

（
す
）

最
も
便
な
り
と
為
」
（
山
崎
北
峯
『
剛
補
和
漢
年
契
』
序
、
万
延
元
年
新
鎬
、

河
内
屋
喜
兵
衛
ら
十
二
書
達
と
評
さ
れ
る
大
ロ
ン
グ
セ
ラ
ー
で
あ
っ
た
。

昌
益
使
用
版
は
吉
田
光
由
増
補
の
元
禄
七
年
版
五
冊
で
あ
る
が
、
こ

の
書
と
「
私
法
神
書
巻
」
を
対
比
さ
せ
な
が
ら
検
討
す
る
と
、
昌
益

独
自
の
歴
史
観
が
浮
か
び
あ
が
っ
て
く
る
。

（
と
も
）
な
り

昌
益
は
、
「
日
本
は
転
定
と
与
に
無
始
無
終
也
」
（
「
私
法
神
書
巻
」

上
〈
東
大
本
〉
）
１
以
下
同
じ
ｌ
と
い
う
。
天
地
を
有
限
な
も
の

と
せ
ず
無
始
無
終
と
す
る
の
は
昌
益
の
思
想
の
特
色
で
あ
る
加
、
日

本
も
ま
た
天
地
と
と
も
に
無
始
無
終
の
国
と
さ
れ
る
。
「
日
本
は
神

道
の
日
の
本
な
り
」
（
同
上
）
と
も
い
わ
れ
る
が
、
昌
益
が
「
神
道
」

と
い
え
ば
仏
教
・
儒
教
が
渡
来
す
る
以
前
の
神
道
、
つ
ま
り
「
自
然

の
神
道
」
を
さ
す
。
「
自
然
の
神
道
」
の
行
わ
れ
た
時
代
は
、
皇
祖

神
で
あ
り
太
陽
神
で
あ
る
天
照
大
神
が
創
始
し
、
そ
の
直
系
の
子
孫

で
あ
る
歴
代
の
天
皇
が
普
及
に
努
め
た
農
業
に
、
す
べ
て
の
人
々
が

励
み
（
直
耕
）
、
身
分
差
別
も
戦
乱
も
な
く
自
然
と
融
合
し
て
生
き
る

「
自
然
の
世
」
と
一
致
す
る
（
『
安
藤
昌
益
と
地
域
文
化
の
伝
統
』
「
お
わ
り

に
」
参
照
）
。
「
自
然
の
世
」
で
は
、
天
皇
と
人
民
は
「
安
君
豐
民
」

（
「
私
法
神
書
巻
」
上
）
の
関
係
で
あ
り
、
中
国
の
王
と
人
民
の
よ
う
に

収
奪
者
と
被
収
奪
者
の
関
係
で
は
な
い
と
さ
れ
る
。

こ
れ
に
対
し
て
、
仏
教
・
儒
教
が
導
入
さ
れ
て
の
ち
の
神
仏
習
合

の
神
道
を
「
制
法
の
神
道
」
（
「
神
法
」
「
巫
」
と
も
い
う
）
と
呼
ぶ
。

「
制
法
の
神
道
」
の
行
わ
れ
る
時
代
は
、
直
耕
せ
ず
に
他
人
の
生
産

物
を
収
奪
す
る
「
不
耕
貧
食
」
が
は
じ
ま
り
、
君
臣
関
係
は
支
配
ｌ

被
支
配
の
関
係
に
転
化
し
て
、
身
分
差
別
・
戦
乱
・
飢
饅
が
生
じ
、

自
然
は
災
い
を
も
た
ら
す
社
会
「
法
世
」
で
あ
る
同
上
）
。

日
本
が
「
法
世
」
に
転
落
す
る
過
程
は
、
㈹
古
代
朝
鮮
諸
国
と
の

交
渉
の
深
ま
り
が
前
史
と
な
り
、
伽
二
十
七
代
継
体
天
皇
時
の
儒
教

経
典
「
五
経
」
の
渡
来
と
、
三
十
代
欽
明
天
皇
時
の
「
仏
経
」
「
三

尊
の
阿
弥
陀
」
の
渡
来
に
よ
っ
て
、
皇
祖
神
で
あ
る
「
天
神
」
が
怒

り
、
さ
ま
ざ
ま
な
「
後
害
の
前
表
」
が
生
じ
、
伽
聖
徳
太
子
が
積
極

的
な
仏
教
拡
大
政
策
を
行
い
神
道
護
持
派
の
物
部
守
屋
を
滅
ぼ
し
た
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こ
と
に
よ
っ
て
本
格
的
に
開
始
さ
れ
た
と
、
昌
益
は
た
ど
る
（
拙
稿
「
安

藤
昌
益
に
お
け
る
神
道
思
想
の
特
質
Ｉ
三
種
の
神
器
の
否
定
ｉ
」
、
『
大
阪

大
学
文
学
部
日
本
史
研
究
室
五
十
周
年
記
念
論
集
』
所
収
、
清
文
堂
、
一
九
九

八
年
）
。
だ
が
、
あ
く
ま
で
も
「
法
世
」
は
派
生
的
現
象
で
、
「
自
然
の
世
」

こ
そ
本
源
的
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
て
お
き
た
い
。

（
と
き
）

凡
て
世
界
を
以
て
言
う
則
は
、
日
本
は
北
東
の
偶
、
東
に

な
り

偏
り
、
自
然
神
の
初
発
、
本
生
発
の
気
行
に
当
た
る
国
也
。

（
『
統
道
真
伝
』
「
万
国
巻
」
〈
慶
応
本
〉
１
以
下
同
じ
；
）

ち

日
本
国
は
定
の
北
東
よ
り
東
に
偏
し
、
四
方
皆
離
れ
て
嶋
国

な
り也
。
日
輪
運
回
の
本
也
。
故
（
に
）
日
の
本
と
呼
ぶ
也
。
（
同
上
）

世
界
的
な
地
理
上
の
位
置
か
ら
い
え
ば
、
日
本
は
北
東
（
東
北
）

よ
り
東
に
か
た
よ
る
と
こ
ろ
、
つ
ま
り
東
北
東
に
あ
る
。
東
北
東
は
、

自
然
神
の
運
動
が
は
じ
ま
る
と
こ
ろ
、
い
い
換
え
れ
ば
日
輪
（
天
照

大
神
）
が
天
空
を
運
回
し
は
じ
め
る
本
源
の
位
置
で
あ
る
。

此
の
伊
勢
は
日
本
の
東
、
毎
日
天
照
大
神
の
出
御
な
り
。
此

を
敬
し
て
此
に
鎮
座
し
ま
す
也
。
（
「
私
法
神
書
巻
」
上
）

昌
益
は
伊
勢
地
方
を
日
本
の
東
と
位
置
づ
け
、
太
陽
神
で
あ
る
天

照
大
神
が
「
出
御
」
す
る
の
に
ふ
さ
わ
し
い
場
所
だ
か
ら
、
こ
こ
に

伊
勢
神
宮
を
置
く
の
だ
と
い
う
。

昌
益
の
方
位
観
で
は
、
東
北
と
東
は
他
の
地
域
に
く
ら
べ
て
す
ぐ

昌
益
の
方
位
観
で
は
、
東
北
と
東
は
他
の
畦

れ
た
場
所
と
意
識
さ
れ
て
い
る
の
が
わ
か
る
。

中
国
五
幾
内
は
温
か
に
、
奥
品
の
南
部
・
津
軽
・
秋
田
は
冷
や

な
り

か
に
、
四
国
・
九
州
は
涼
冷
也
。

（
刊
本
『
自
然
真
営
道
』
巻
三
〈
慶
応
本
〉
）

陸
奥
の
南
部
・
津
軽
と
出
羽
の
秋
田
が
気
温
「
冷
や
か
」
な
地
帯

と
し
て
一
括
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
が
昌
益
の
意
識
し
た
東
北
で
あ
ろ

う
。
四
国
・
九
州
を
「
冷
涼
」
と
す
る
典
拠
は
未
詳
で
あ
る
。

よ
り
く
わ
し
い
東
北
各
地
に
対
す
る
見
方
は
、
『
自
然
真
営
道
和

訓
』
（
八
戸
市
立
図
書
館
所
蔵
、
上
杉
修
旧
蔵
）
の
な
か
に
記
さ
れ
て
い
る
。

筆
者
の
研
究
に
よ
れ
ば
、
こ
の
書
物
は
貝
原
益
軒
著
の
『
日
本
釈
名
』

『
和
字
解
』
等
に
も
と
づ
い
て
著
作
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
つ
ぎ

に
引
用
す
る
部
分
は
、
す
べ
て
昌
益
が
独
自
に
記
し
た
も
の
で
あ
る
。

（
つ
力
）

ま
ず
「
関
東
…
…
木
火
の
進
気
勝
ふ
」
「
奥
州
仙
台
の
辺
：
：
：
進

な
り

気
の
余
勢
也
」
と
、
陸
奥
国
で
あ
っ
て
も
仙
台
周
辺
は
関
東
に
近
い

と
い
う
。
南
部
・
津
軽
・
秋
田
を
一
括
す
る
発
想
と
考
え
あ
わ
せ
れ

ば
、
昌
益
は
奥
羽
（
陸
奥
と
出
羽
）
地
方
つ
ま
り
東
北
を
南
北
に
二
分

し
て
、
北
奥
羽
を
も
っ
ぱ
ら
東
北
と
み
な
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

北
奥
羽
中
で
も
「
南
部
は
…
…
東
北
に
偏
り
」
「
津
軽
は
東
北
の

端
に
狭
」
と
、
南
部
・
津
軽
は
東
北
に
位
置
し
、
「
出
羽
の
秋
田
・

最
上
・
庄
内
に
は
：
…
・
是
れ
等
は
少
東
に
偏
り
」
と
、
秋
田
は
最
上
・

庄
内
と
と
も
に
東
に
位
置
す
る
と
み
て
い
る
。
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ふ
た
た
び
「
私
法
神
書
巻
」
と
『
倭
漢
皇
統
編
年
合
運
図
』
の
照

合
作
業
も
ど
る
と
、
神
武
天
皇
の
記
事
の
な
か
に
、
き
わ
め
て
独
自

な
叙
述
が
目
立
つ
。

神
武
天
皇
是
れ
人
王
の
第
一
、
椥
町
燕
魂
鎧
と
号
す
．

（
「
私
法
神
書
巻
」
上
）

神
武
天
皇
は
、
景
行
天
皇
の
皇
子
で
あ
る
日
本
武
尊
と
同
一
人
物

と
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
単
な
る
誤
記
か
と
も
思
っ
た
が
、
左
の

部
分
を
読
め
ば
け
っ
し
て
そ
う
で
は
な
い
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

此
の
剣
（
天
叢
雲
剣
の
こ
と
）
、
天
照
大
神
よ
り
地
神
五
代
を
伝

な
き

ひ
神
武
に
伝
ひ
て
、
征
東
の
時
、
草
薙
の
剣
と
名
づ
く
。
今
の

世
に
熱
田
の
神
体
、
是
れ
也
。
同
上
）

熱
田
神
宮
の
神
体
と
な
っ
た
草
薙
剣
の
伝
説
は
、
日
本
武
尊
に
か

か
わ
る
も
の
で
あ
る
。
昌
益
は
、
そ
れ
を
神
武
天
皇
の
故
事
と
し
て

付
会
す
る
の
だ
か
ら
、
神
武
天
皇
と
日
本
武
尊
を
同
一
人
物
視
す
る

の
は
錯
誤
で
な
く
、
作
為
的
結
果
で
あ
る
。
し
か
も
、
昌
益
が
安
氏

正
信
を
ペ
ン
ネ
ー
ム
と
し
て
い
た
時
代
莚
享
年
間
〈
一
七
四
四
’
四
八
〉
）

の
著
作
『
博
聞
抜
粋
』
「
神
事
篇
」
（
八
戸
市
立
図
書
館
所
蔵
、
上
杉
修
旧

や
ま
と
た
け
の
み
こ
と

蔵
）
に
は
、
「
日
本
武
貴
、
人
王
十
二
主
景
行
帝
ノ
御
子
也
」
と

あ
る
か
ら
、
昌
益
は
日
本
武
尊
が
景
行
天
皇
の
皇
子
で
あ
る
こ
と
を

四
、
東
北
の
優
位

知
っ
て
い
な
が
ら
、
あ
え
て
神
武
天
皇
と
同
一
視
し
た
の
で
あ
る
。

そ
れ
は
、
な
ぜ
で
あ
ろ
う
か
。

『
倭
漢
皇
統
編
年
合
運
図
』
と
「
私
法
神
書
巻
」
を
比
較
す
る
と
、

前
者
に
載
せ
ら
れ
て
い
る
「
東
夷
」
「
蝦
夷
」
関
係
の
記
事
が
、
後

者
で
は
こ
と
ご
と
く
削
除
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
気
付
く
、
つ
ぎ
に
削

除
記
事
を
漢
文
体
か
ら
書
き
下
し
文
に
改
め
て
列
挙
す
る
。

崇
神
十
年
「
秋
、
将
軍
を
四
道
に
遣
は
す
。
戎
夷
将
軍
の
号
、

此
に
始
ま
る
」
。

景
行
四
十
年
「
日
本
武
、
東
夷
平
げ
宝
剣
を
草
薙
と
日
ふ
」
。

仁
徳
五
五
年
「
蝦
夷
、
蛇
毒
を
被
り
死
す
」
。

敏
達
十
年
「
二
月
に
蝦
夷
、
辺
境
に
冠
す
。
盟
を
作
し
免
詠
す
」
。

箭
明
九
年
「
蝦
夷
反
逆
の
兆
あ
り
」
。

孝
徳
白
錐
五
年
「
蝦
夷
を
討
つ
」
。

え
ぴ
す
く
に
を
そ
い

桓
武
延
暦
六
年
「
夷
国
襲
来
た
る
」
。

同
右
十
四
年
「
田
村
丸
、
征
夷
将
軍
と
為
。
東
夷
を
追
討
す
」
。

同
右
二
十
年
「
田
村
丸
、
東
夷
を
征
す
」
。

蝦
夷
・
東
夷
と
は
古
代
日
本
の
東
北
居
住
民
（
ウ
タ
リ
民
族
を
含
む
）

を
さ
す
こ
と
ば
で
あ
る
か
ら
、
昌
益
は
、
意
図
的
に
大
和
朝
廷
が
東

北
居
住
民
を
討
伐
す
る
「
征
夷
」
の
記
事
を
削
除
し
て
い
る
の
で
あ

る
。
い
い
換
え
れ
ば
、
東
北
居
住
民
を
大
和
朝
廷
の
討
伐
の
対
象
と

し
て
み
る
こ
と
を
、
昌
益
は
拒
否
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
の
理
由

は
、
な
ん
で
あ
ろ
う
か
。
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も
う
一
度
、
「
私
法
神
書
巻
」
を
見
よ
う
。

神
武
帝
已
に
帝
王
と
成
り
、
日
本
国
を
治
め
ん
と
西
国
（
よ
り
）

を
ろ
ち

起
こ
る
。
東
方
を
征
さ
ん
と
欲
す
。
此
の
時
、
八
岐
の
大
蛇
が

尾
よ
り
出
で
た
る
劔
を
帯
き
東
夷
を
征
す
。
…
…
夷
を
征
し
て

東
・
北
・
西
・
南
、
巡
見
し
て
日
本
国
を
以
て
秋
津
州
と
名
づ

ノ
く
、
○

（
同
上
）

神
武
天
皇
治
下
の
「
西
国
」
は
当
然
「
自
然
の
神
道
」
の
行
わ
れ

る
「
自
然
の
世
」
を
実
現
し
て
い
る
。
そ
れ
を
拡
大
し
て
「
日
本
国

を
治
め
ん
」
と
し
て
、
神
武
天
皇
は
「
東
方
を
征
」
し
た
。
「
東
方
」

と
は
「
西
国
」
以
東
の
す
べ
て
の
地
域
で
あ
る
。
「
東
方
」
に
居
住

す
る
民
は
、
ま
だ
神
武
天
皇
治
下
の
「
自
然
の
世
」
に
属
し
て
い
な

い
の
で
「
東
夷
」
と
呼
ば
れ
る
。
け
っ
し
て
東
北
居
住
民
を
さ
し
て

「
東
夷
」
と
い
う
の
で
は
な
い
・
神
武
天
皇
が
「
夷
を
征
」
し
て
「
東
・

北
・
西
・
南
」
を
巡
見
し
て
の
ち
は
「
日
本
国
」
は
す
べ
て
「
自
然

の
世
」
と
な
り
、
「
夷
」
は
存
在
し
な
く
な
っ
た
。
よ
っ
て
、
昌
益

的
原
則
で
は
そ
の
後
一
切
「
征
夷
」
は
行
わ
れ
ず
、
行
い
得
な
い
は

ず
で
あ
る
。
し
か
し
、
歴
史
的
事
実
と
し
て
は
、
そ
の
後
も
し
ば
し

ば
「
征
夷
」
は
行
わ
れ
て
『
倭
漢
皇
統
編
年
合
運
図
』
に
記
載
さ
れ

て
い
る
。
こ
の
矛
盾
を
解
消
す
る
た
め
に
昌
益
は
、
二
つ
の
方
法
を

採
用
し
た
。
一
つ
は
『
倭
漢
皇
統
編
年
合
運
図
』
中
の
「
征
夷
」
の

記
事
を
「
私
法
神
書
巻
」
で
削
除
し
て
し
ま
う
こ
と
で
あ
る
。
も
う

一
つ
は
、
あ
ま
り
に
も
著
名
な
日
本
武
尊
の
「
東
夷
平
」
伝
説
の
場

合
、
神
武
天
皇
と
日
本
武
尊
を
同
一
人
物
化
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

こ
れ
を
神
武
天
皇
の
「
征
東
」
伝
説
と
一
体
化
し
て
し
ま
う
こ
と
で

あ
る
。
昌
益
か
歴
史
的
事
実
に
背
い
て
、
あ
え
て
神
武
天
皇
Ⅱ
日
本

武
尊
と
い
う
強
引
な
改
変
を
行
っ
た
意
図
は
、
神
武
天
皇
「
征
東
」

後
の
東
北
を
征
伐
の
対
照
と
し
て
み
る
の
を
拒
絶
す
る
こ
と
、
し
た

が
っ
て
東
北
居
住
民
を
「
蝦
夷
」
「
東
夷
」
と
み
る
の
を
否
定
す
る

（
５
）

こ
と
に
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

昌
益
は
、
方
位
的
に
は
東
北
と
東
を
す
ぐ
れ
た
場
所
と
し
、
世
界

的
に
は
日
本
が
、
日
本
的
に
は
東
北
地
方
が
そ
こ
に
位
置
す
る
と
し

た
。
東
北
居
住
民
で
あ
る
こ
と
を
誇
る
気
概
が
昌
益
の
意
識
に
あ
ふ

れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

昌
益
が
同
時
代
に
お
い
て
「
東
夷
」
「
夷
」
と
み
な
し
た
の
は
、

ウ
タ
リ
民
族
で
あ
っ
た
。
ウ
タ
リ
の
国
は
、
「
日
本
や
夷
国
は
中
士

の
東
北
」
（
刊
本
『
自
然
真
営
道
』
巻
三
〈
慶
応
本
〉
）
と
さ
れ
る
か
ら
、
日

本
と
と
も
に
世
界
の
す
ぐ
れ
た
方
角
に
位
置
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

東
夷
国
、
日
本
よ
り
北
、
海
上
僅
か
に
十
里
を
隔
て
松
前
の

鴫
有
り
。
是
れ
よ
り
北
方
陸
続
く
こ
と
五
百
余
里
、
東
夷
の
地

也
。
（
『
統
道
真
伝
』
「
万
国
巻
」
）

ウ
タ
リ
の
国
「
東
夷
国
」
は
、
あ
き
ら
か
に
北
海
道
に
所
在
し
て

五
、
余
論
Ｉ
昌
益
の
「
東
夷
」
Ｉ
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（
さ
る
）

い
る
。
そ
の
住
民
（
ウ
タ
リ
民
族
）
の
外
貌
を
「
俵
の
眼
の
色
に
し

て
人
相
荒
く
」
（
同
上
）
と
差
別
的
な
表
現
で
描
写
す
る
が
、
「
夫
婦

の
愛
念
深
く
長
寿
也
。
其
（
の
）
心
術
は
拙
く
し
て
金
銀
の
通
用
無

く
、
故
に
欲
貯
・
貴
著
・
邪
功
無
し
。
上
下
支
配
無
く
、
故
に
争
戦
、

奪
ひ
奪
は
る
る
乱
世
無
し
」
（
同
上
）
と
、
夫
婦
愛
が
深
く
、
金
銀
通

用
せ
ず
、
上
下
の
支
配
が
な
く
、
乱
世
が
な
い
と
、
ウ
タ
リ
社
会
を

た
た
え
る
。
こ
れ
は
「
自
然
の
世
」
が
ウ
タ
リ
民
族
の
う
ち
に
維
持

さ
れ
て
い
る
こ
と
を
意
味
す
る
。

だ
が
、
ウ
タ
リ
の
「
自
然
の
世
」
は
危
機
に
直
面
し
て
い
る
。

（
と
き
）

「
松
前
の
方
よ
り
犯
掠
無
き
則
は
貧
り
至
る
こ
と
無
し
。
犯
掠
有
る

則
は
蜂
起
有
る
也
。
是
れ
夷
人
私
の
罪
に
非
ざ
る
也
」
（
同
上
）
と
、

松
前
藩
の
侵
略
に
よ
っ
て
ウ
タ
リ
民
族
は
「
蜂
起
」
せ
ざ
る
を
え
な
い
・

日
本
の
「
自
然
の
世
」
は
、
儒
教
・
仏
教
の
渡
来
、
と
く
に
聖
徳

太
子
の
積
極
的
な
仏
教
化
政
策
に
よ
っ
て
「
法
世
」
に
転
落
し
た
。

ウ
タ
リ
の
国
の
「
自
然
の
世
」
は
、
「
法
世
」
日
本
の
侵
略
に
よ
っ
て
、

「
法
世
」
化
を
せ
ま
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

子
問
』
（
一
九
七
○
年
）
は
現
代
仮
名
遣
に
卜

う
改
変
を
行
っ
て
い
る
の
で
評
価
で
き
な
い
。

（
２
）
清
水
校
注
「
読
詩
要
領
」
（
伊
藤
東
涯
著

大
系
〉
閃
『
日
本
詩
史
五
山
堂
詩
話
』
所
而

《
注
「
読
詩
要
領
」
（
伊
藤
東
涯
著

（
１
）
た
だ
し
岩
波
文
庫
の
一
冊
と
し
て
編
入
さ
れ
た
清
水
校
注
『
童

子
問
』
（
一
九
七
○
年
）
は
現
代
仮
名
遣
に
よ
っ
て
書
き
下
す
と
い

注

。
〈
新
日
本
古
典
文
学

『
日
本
詩
史
五
山
堂
詩
話
』
所
収
、
岩
波
書
店
、
一
九

※
本
稿
の
一
部
の
初
稿
は
、
『
北
鹿
新
聞
』
（
本
社
秋
田
県
大
館
市
）
一
九

九
八
年
八
月
二
十
六
日
付
に
掲
載
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
付
記
す
る
。

九
一
年
）
で
は
、
〈
日
本
古
典
文
学
大
系
〉
所
収
『
童
子
問
』
の
仮

名
遣
に
も
ど
す
努
力
が
な
さ
れ
た
。

（
３
）
若
尾
政
希
「
天
変
地
異
の
思
想
」
（
『
東
北
大
学
日
本
文
化
研
究

所
研
究
報
告
』
第
二
六
集
、
一
九
九
○
年
）
、
同
「
延
享
期
安
藤
昌

益
の
思
想
」
（
同
上
第
二
八
集
、
一
九
九
二
年
）
、
陳
化
北
「
安
藤
昌

益
の
差
別
思
想
」
（
『
日
本
思
想
史
へ
の
試
論
』
一
九
八
七
～
九
○
年
、

み
し
ま
書
房
、
一
九
九
○
年
）
、
佐
藤
信
次
「
安
藤
昌
益
の
仏
教
観
」

（
『
北
方
風
土
』
第
二
四
号
～
二
六
号
、
一
九
九
二
年
十
一
月
、
九
三

年
五
月
・
十
一
月
、
北
方
風
土
社
）
、
竹
尾
行
弘
「
安
氏
正
信
と
そ

の
思
想
の
研
究
」
（
『
日
本
思
想
史
へ
の
試
論
』
一
九
九
一
～
九
四
年
、

み
し
ま
書
房
、
一
九
九
四
年
）
、
中
山
一
樹
「
安
藤
昌
益
著
・
刊
本
『
自

然
真
営
道
』
の
研
究
」
（
同
上
一
九
九
五
～
九
八
年
、
み
し
ま
書
房
、

一
九
九
八
年
）
、
秋
葉
昌
親
「
安
藤
昌
益
に
お
け
る
神
道
思
想
の
展
開
」

（
同
上
）
な
ど
参
照
。

（
４
）
昌
益
の
神
道
思
想
の
典
拠
と
な
っ
た
西
道
智
撰
『
太
平
記
大
全
』

巻
二
十
五
に
、
「
兼
員
申
様
」
と
し
て
卜
部
兼
員
の
神
道
思
想
が
紹

介
さ
れ
て
お
り
、
国
常
立
尊
を
「
無
始
無
終
也
」
と
し
て
い
る
。
前

掲
秋
葉
論
文
参
照
。

（
５
）
神
武
天
皇
と
日
本
武
尊
を
同
一
人
物
視
す
る
別
解
と
し
て
、

『
太
平
記
大
全
』
の
行
を
飛
ば
し
読
み
し
た
こ
と
に
よ
る
と
い
う
前

掲
秋
葉
論
文
も
参
照
。

（
愛
知
教
育
大
学
教
授
）
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